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公共用地先行取得事業特別会計・国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計・下水道事業特別会計

（ 担当： 財政課） （担当：市民課）

主な経費

○

事業費 ○ 高額療養費 2億7545万円

公共用地購入費 万円 ○ 葬祭費・出産育児一時金 1055万円

土地購入事務費 万円 ○ 後期高齢者支援金 3億5273万円

予備費 万円 ○ 前期高齢者納付金 16万円

○ 老人保健拠出金 2万円

土地開発基金現在高 万円 ○ 介護保険納付金 1億1281万円

うち現金 万円 ○ 共同事業拠出金 7億1477万円

うち貸付金 万円 ○ 保健事業費 5450万円

○ その他の事業費 1846万円

財源 財源

基金借入金 万円 国民健康保険税 6億5284万円

その他の財源 万円 国・県の支出金 7億1833万円

社会保険診療報酬支払基金からの交付金

12億9723万円

共同事業交付金 7億1477万円

（ 担当：市民課） 市の一般会計より繰り入れ 1億3732万円

その他の財源 4531万円

主な経費 万円
○富山県後期高齢者医療広域連合への納付金 （ 担当： 上下水道課）

7億8823万円

○健康保持増進事業 2784万円

○事務費等 263万円

主な財源

後期高齢者医療保険料 2億8810万円

富山県後期高齢者医療広域連合からの委託金

2629万円

市の一般会計より繰り入れ 5億 363万円

その他の財源 68万円

（ 担当： 上下水道課）

主な経費

人件費など 2670万円

前納報奨金 285万円

公営企業会計推進事業費 1190万円

その他事務費 102万円

（下水道総務費） 4247 万円

　下水道事業を運営していく上で必要となる事務経費で
す。
　市では、今年度新たに賦課された下水道受益者負担金
（分担金）を一括納付された方には、前納報奨金を交付
しています。

下水道事業特別会計 23億2210

　下水道事業は、小矢部川流域下水道に関連する公共下
水道として昭和５７年度に基本計画を定め、現在では公
共下水道事業、特定環境保全公共下水道事業を進めてい
ます。
　市では、一般会計とは別の会計で財政管理しており、
平成18年度からは合併処理浄化槽整備事業も下水道特
別会計の中で進めています。

後期高齢者医療事業特別会計 8億1870 万円

　75歳以上の人および65歳以上74歳までの人で重度
の障害認定を受けている人を受給者として医療の給付等
を行います。

1億5300

40

国民健康保険事業特別会計 35億6580 万円

　国民健康保険は、わたしたちが病気やケガをした時に
安心してお医者さんに受診できるように、普段からお金
（国民健康保険税）を出し合って、その診療費の一部に
充てる“助け合い”の制度です。

療養給付費等（医療機関等支払金） 20億2635万円

3億0227

公共用地先行取得事業特別会計 1億5340 万円

　市が事業をするための土地をあらかじめ取得する
ための会計です。

　特別会計で用地の取得を行うときには土地開発基
金から借入れし、一般会計等に売却してその収入で
基金に返す仕組みになっています。

1億5300
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4億5530

1億5303

下水道総務費

4247万円

2%

維持管理費

など

1億8000万円

8%

下水道施設の

建設費

8億8840万円

38%

浄化槽整備

事業費

2430万円

1%

元金

9億3920万円

40%

利子

2億4773万円

11%

歳出総額

23億2210

万円

下水道使用料

2億8204万円

12%

国庫補助金

など

3億7081万円

16%

受益者負担金

（分担金）

3077万円

1%

諸収入など

382万円

1%

一般会計

繰入金

8億763万円

35%

基金繰入金

3733万円

1%

市債（借金）

7億8970万円

34% 歳入総額

23億2210

万円



下水道事業特別会計　・　農業集落排水事業特別会計

万円
（ 担当： 上下水道課） （ 担当： 上下水道課）

主な経費

下水道施設整備費 6億7390万円

雨水浸水対策整備費 780万円

汚水施設長寿命化対策費 1億520万円

主な経費 水洗化促進助成金 300万円

汚水施設維持管理費 5893万円 事務費等 1980万円

雨水施設維持管理費 596万円 流域下水道建設負担金 7870万円

流域下水道維持管理負担金 1億1440万円

財政調整基金 21万円

予備費 50万円
（ 担当： 上下水道課）

（ 担当： 上下水道課） 主な経費

元金 9億3920万円

利子 2億4773万円

万円
（ 担当： 上下水道課）

国の負担金 495万円

富山県の負担金 486万円

市の一般財源（市税等） 1449万円

万円
（ 担当： 上下水道課）

（ 担当： 上下水道課）

主な経費

元金 9640万円

利子 2650万円

万円

　下水道管やポンプ場などを建設するために借りたお金
を返済します。

（農業集落施設建設等償還金） 1億2290 万円

　合併処理浄化槽とは、トイレや
台所、お風呂などの排水を敷地内
で処理する設備です。
　市では、水質汚濁を防止し、生
活環境を守るため、合併処理浄化
槽の設置費用や、一部の地域で単
独処理浄化槽の撤去費用の一部を
補助します。

財源

（農業集落排水施設の維持管理費） 4580

　農業集落排水施設は、田川地区、薮波北部地区、北
蟹谷地区の３地区で利用されており、各家庭から出さ
れた汚水は、市が管理する処理場で処理され、きれい
な水にしています。　下水道管や処理場などを建設するために借りたお金

を返済します。

（下水道施設建設等償還金）

　農業集落排水事業は、田川地区、薮波北部地区、北蟹
谷地区の３地区で行っています。
　また、下水道事業と同様に一般会計とは別の会計で財
政管理をしています。

（合併処理浄化槽整備事業）

万円

　小矢部川流域下水道に関連す
る下水道事業を進めており、未
だ下水道管が布設されていない
地区について、計画的に整備を
進めていきます。また、雨水に
よる浸水対策事業も進めていき
ます。

（下水道施設の維持管理費等） 1億8000

　各家庭から出される汚水
は、下水道管を通り、ポンプ
場などを経て高岡市の二上浄
化センターできれいな水に処
理して小矢部川へ放流してい
ます。

2430

　雨水は、雨水専用の下水道管で小矢部川や砂川などの
河川へ直接排水しています。なお、低い土地では雨水ポ
ンプにより強制的に排水しています。

（下水道施設の建設費） 8億8840

農業集落排水事業特別会計 1億6870 万円

11億8693

農業集落排水

事業費使用料

など

3914万円

23%

一般会計

繰入金

1億2956万円

77%

歳入総額

1億6870

万円

維持管理費

など

4580万円

27%

元金

9640万円

57%

利子

2650万円

16%

歳出総額

1億6870

万円



東部産業団地事業特別会計
水道事業会計

（ 担当：アウトレット・商工立地課）

主な経費

公有財産購入費 １億2740万円

財源

その他の財源 万円

水道事業会計 万円
（ 担当：上下水道課）

○上水道事業収益 ○上水道事業費用

小矢部市土地開発公社が先行取得した東部産業団地用地の買い戻しを行います。

東部産業団地事業特別会計 1億2740 万円

○建設改良事業
　主な事業として配水管の布設、老朽管の布設替、配水池の設置工事費及び建設事業の資金として借り入れた企業債の
元金償還金などがあります。この事業は、投資事業で、この事業により施工された水道施設は、資産として翌年度以降
計上され、その減価償却費は各々の資産の分類に合わせて「上水道事業費用」に計上されます。

１億2740

11億8058

  水道事業は、一般会計及び他の特別会計の事業と違い、民間の企業と同じように独立採算を基本とした事業です。小
矢部市の水道料金は、一般会計からの補助金により水道料金の高騰を抑えています。

  給水収益（水道使用料）が主であり、ほかに受託工事
収益や加入金等があります。また、他会計からの補助金
があり、費用との差額を補填しています。

  市内約7,300箇所に水を供給するために必要な経費で
す。この中には、県企業局から購入している受水費、人
件費、検針・料金徴収及び修繕費等があります。

給水収益

4億8535万円

74%

受託工事収益

636万円

1%

その他営業収益

1117万円

2%

事務受託手数料

898万円

1%

他会計補助金

8912万円

14%

その他

5570万円

8%

上水道事業収益

6億5668万円

職員給与費

4694万円

8%
委託料.

通信運搬費

4429万円

7%

修繕費

3281万円

5%

動力費

2193万円

3%

受水費

1億4832万円

23%

減価償却費

2億941万円

35%

支払利息

3230万円

6%

その他維持管理費

5538万円

13%

上水道事業費用

5億9138万円

工事費

4億1250万円

70%

人件費

1117万円

2%

元金償還金

1億5365万円

26%

その他

1188万円

2%

建設改良事業費

5億8920万円


